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Drupalを用いた大学情報基盤システム開発 
 

常盤 祐司†
 

 

Contents Management Systemのひとつである Drupalを用いて新たに発足した研究組織を支援する IT 基盤を 2009年に
開発した．その後，現在までの 2年半にわたり継続して開発および運用を行ってきた．本稿ではクイックスタートを
要求された立ち上げ，流動的な研究内容および研究組織の変化，継続的なコンテンツ更新体制の確立，国際化など開

発および運用で直面した様々な課題への対応を通じて得られた大学情報基盤システムとしての Drupal の可能性と課
題について報告する． 

 

Development of IT Infrastructure  

for a Research Institute using Drupal 
 

YUJI TOKIWA
†
 

 

In 2009 IT infrastructure for a newly founded research institute was developed using Drupal, one of the most popular contents 

management systems. Up to the present time, we have been running this system for 2 and a half years facing requirements and 

issues like a quick start of the Web site, changes of research themes and the research organization, sustainability of maintaining 

contents, internationalization. This paper reports the knowledge on the feasibility and issues of Drupal applied for one of IT 

infrastructures in universities. 

 

 

1. はじめに   

大学情報基盤システムにはキャンパスネットワーク，PC

教室，事務システム，教育システム，大学経営システムな

どがあり，これらの多くは大学法人が組織的にシステム構

築を行っている．しかしながら，教育・研究が大学の最重

要のミッションであるにも関わらず，研究を支援する IT

システムはそれぞれの組織に委ねられていることが多い．

単なる研究成果の情報発信であれば多くの Web サイトが

そうであったように静的ページによる Web サイトで十分

であった．2000 年代になり Google, Amazon, Facebook, 

Twitter などが台頭するにつれて，動的ページの Web サイト

が増加し，研究コミュニティにおいてもこうした技術が取

り入れられるようになってきた．その事例として今では多

くの学会の Web サイトで図書検索ができ，論文投稿などの

サービスが利用できるようになっている．このような IT

環境が一般的になると研究組織の情報発信においても同様

のシステムが期待される．筆者が所属する研究センターで

は IT を活用した教育・研究に関するシステム開発および研

究を行っているが，2009 年度に文系研究者が中心となって

新たに設置された研究組織から IT 基盤の構築を依頼され

ることになった．この研究組織は発足当時 170 名からなる

教員および研究員を抱え，国際的なサステイナビリティ研

究を担う研究コミュニティであった．その研究組織からは

1 ヶ月程度で Web サイトをスタートし，ニュースレターな

どの情報発信ができる機能を持つシステム構築を依頼され
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た．0 からの開発であれば従来では不可能な依頼であった

が，機能・品質ともに充足されつつあった Contents 

Management System (以下，CMS)での対応であれば可能性が

あると考えた．当時は CMS の黎明期でもあったため関連

研究は少なく，XOOPS を基盤とした研究室の情報共有シ

ステムに関し西村ら[1]がシステム構築，国際化，多人数で

の情報更新などの視点から報告していた例が参考になる程

度であった．また利用できる CMS として XOOPS の他に

Drupal，Joomla，Movable Type，WordPress があったが，そ

れらを研究組織の IT 基盤として適合した事例報告を見出

すことができなかった．そのため依頼された研究組織と組

織規模が類似しかつ国際的な活動を行っている Sakai 

Community の Web サイトで利用されていた Drupal に注目

した．また並行して行っていた調査で Drupal は Packt 

Publishing 社が実施している Open Source CMS Award で

2007, 2008 年に 1 位となっていることも判明した．引き続

き要件定義で得られた要件への適合性を Drupal で検証し

たところある程度の確証が得られたので Drupal を利用し

てシステム構築を開始した．Drupal を使った学術サイトは

国外で数多くの事例[2]があるが，国内事例[3]はそれほど多

いとは言えずホームページでの活用事例[4]が報告されて

いるに過ぎない．そのため試行錯誤を繰り返しながらシス

テム構築を行なってきた． 

本発表では 2009 年に Drupal を使って研究組織を支援す

る情報基盤システムを立ち上げ，2 年半にわたって改良お

よび運用して得られた Drupal の可能性と課題について報

告する． 

Vol.2012-CLE-7 No.7
2012/5/26



情報処理学会研究報告 

IPSJ SIG Technical Report 

 

 

ⓒ2012 Information Processing Society of Japan 2 
 

2. Why Drupal 

2.1 要求獲得と要件定義 

システム構築にあたり研究組織代表から依頼された要

求は次の 2 点であった． 

 1 ヶ月程度の短期間でホームページを公開したい． 

(要求 1) 

 ニュースレターなどで情報を発信したい．(要求 2) 

 

これだけでは選択肢が多岐にわたり要求が確定しない

ため，西村らの報告を参考にして研究基盤として必要と思

われる次の要求を加えた． 

 スクラッチからの開発ではなく CMS を使用する． 

(要求 3) 

 国際的な活動が見込まれるので多言語が利用できる．

(要求 4) 

 複数人の管理者による管理分散型にて管理する． 

(要求 5) 

 

また，依頼元の研究組織の理念などを参考にして次の要

求を加えた． 

 研究組織の研究領域がサステイナビリティであるため

継続性があること．(要求 6) 

 設置されたばかりの研究組織であり研究内容および体

制が流動的なので柔軟性があること．(要求 7) 

 

さらに将来的な大学コミュニティへの貢献を踏まえ次

の要求を加えた． 

 オープンソースである．(要求 8) 

 

要件定義のフェーズでは本来様々な要求から必要な要

件を定義することが一般的であるが，時間的な制約よりオ

ープンソース CMS を活用すれば要求 6 を除いて満足する

ことができるものと判断した．要求 6 の「サステイナビリ

ティ」は環境問題が叫ばれた際の Green IT および東日本大

震災の際の BCP (Business Continuity Plan) が代表的な事例

であり様々な報告[5][6]がなされている．これらはサーバ基

盤などの低電力化あるいは Cloud 化がその主なソリューシ

ョンとなっている．本プロジェクトではこうしたシステム

基盤のサステイナビリティではなく情報発信のサステイナ

ビリティに注目し，常時最新のコンテンツが維持されるサ

ステイナビリティを目指した．これは要求 5 における分散

型管理をシステム管理者だけでなくコンテンツ管理者にも

適用することによって実現する要求とした． 

上記の要求から要件を導き，これらを整理した結果を 

表 1 に示す． 

 

2.2 Drupal 

表1の要件を満たすシステムとしてオープンソースCMS

の検討を行った．時間の制約がなければそれぞれの CMS

を導入して機能を確認すべきところであるが，今回は公開

されている情報を頼りに CMS を検討し，表 1 の要件を満

たせばそれを採用することにした．「1. はじめに」で述べ

たように CMS を活用した情報発信に関する学術的な報告

は少ない．そこで決め手になったことは次の 2 点である． 

 同程度の組織規模で運営され国際的な研究・開発を行

っている Sakai Community の Web サイトが Drupal を使

って構築されていた． 

 Packt Publishing 社が主催する Open Source CMS Awards

にて Drupal が 2007 年，2008 年の 1 位となっていた． 

 

上記の観点から Drupal の機能をインターネットおよび

書籍[7][8]にて調査したうえで実験的に本研究センターの

サーバに Drupal を導入し，要件 1～要件 8 を満たすことが

確認できたので Drupal を採用することにした． 

 

 

 

表 1 研究組織を支援する IT 基盤に対する要求と要件 

要求 要件 

1 1 ヶ月程度の短期間でホームページを公開したい． 
CMS (Contents Management System) を利用する．立ち上げ時は市

販の Themeを利用できる．日本語書籍があることが望ましい． 

2 ニュースレターなどで情報を発信したい． ニュースレター機能を有する． 

3 スクラッチからの開発ではなく CMS を使用する． CMS を利用する． 

4 国際的な活動が見込まれるので多言語が利用できる． 多言語機能を有する． 

5 複数人の管理者による管理分散型で管理する． 複数の管理者が設定できる． 

6 
研究組織の研究テーマがサステイナビリティであるため継続性

があること． 

複数のコンテンツ管理者によりコンテンツを入力および管理で

きる． 

7 
設置されたばかりの研究組織であり研究内容および体制が流動

的なので柔軟性がある． 
プラグインまたはモジュールが利用でき拡張性に富む． 

8 オープンソースである． コミュニテイソースである． 
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3. システム構築 

3.1 立ち上げ 

Drupalは PHPで実装されデータベースとして MySQLが

利用できるため RHEL5 の OS 上にミドルウェアとして

XAMPP for Linux 1.7.7(PHP 5.3.8, MySQL 5.5.16)を使い，当

時最新であった Drupal6.14 を使ってシステムを立ち上げた．

表 1要件 1 にある市販の Theme は Template Monster 社から

提供されている Drupal 用の Theme[9]を利用した．また，要

件 2，要件 4 については Drupal コアには含まれていないの

でモジュールを追加した．また Drupal コアは最小限の機能

しか提供されていないので，それら以外にもモジュールを

追加した．追加したモジュールとその機能概要を表 2 に示

す．これらのモジュールを加えシステムを約 1 ヶ月で立ち

上げた．立ち上げ時の Top ページを図 1 に示す．サステイ

ナビリティ関連の Web サイトであることをイメージして

もらうために緑色系の Theme を採用し，上段には大項目へ

のナビゲーション，左列には最新情報，ログイン入力域お

よび RSS Feed，右列には BLOG および言語切り替えを設置

した．ロゴの設定のため CSS は一部修正を行ったが PHP

コードの変更は行わず Drupal にて用意される管理者ツー

ルだけでシステムを構築することができた． 

 

 

 

表 2 立ち上げ時に追加した Drupal モジュール 

 

 

3.2 研究組織Webサイト向け機能 

研究組織を支援するための IT 基盤としての Drupal の機

能で特長的だと思われる多言語管理および権限管理につい

て述べる． 

 

(1) 多言語化 

大学の研究組織による情報発信において多言語化は必

須である．Drupal における多言語ページはそれぞれの言語

で記述されたページを準備することで実現されている． 

図 2 は日本語で制作されたページの編集画面で翻訳タブに

て表示される属性を示しているが，英語，ハングル語，簡

体中国語といった他言語で制作されたページが枠で囲った

箇所で関連付けられている．そのためそれぞれの言語に対

する翻訳においてベースとなるページを誤って選択するこ

とがない．また，それぞれの言語のページは独立したペー

ジとして管理されているため複数人で並行してそれぞれの

コンテンツに対する翻訳を行うことができる． 

 

モジュール 機能 

ACL ユーザによって表示するコンテンツを制限

するアクセス制御 Contents Access 

Contents 

Construction Kit 

ビデオ，オーディオなどの新しいコンテンツ

タイプを定義 

FCKeditor フルスクリーン HTMLエディタ 

Forum Access 
Drupal標準の Forum 機能に対するアクセス 

制御 

Image 

イメージの Upload，サムネイルの生成など 

イメージ関連機能の高機能化 

Image Assist 

IMCE 

Views 

Internationalization 国際化 

Simplenews ニュースレター発信 

Mailing List メーリングリスト 

Notify アップデート情報通知 

Simple Menu jQuery を使ったプルダウンメニュー 

SWF Tools ページ内に設置するビデオプレーヤ 

User Import CSVファイルによるユーザ登録 

Jamail 日本語メールを ISO-2022-JP にエンコード 

図 1 立ち上げ時の研究組織 Top ページ 

図 2 多言語ページ管理 

Vol.2012-CLE-7 No.7
2012/5/26



情報処理学会研究報告 

IPSJ SIG Technical Report 

 

 

ⓒ2012 Information Processing Society of Japan 4 
 

(2) 権限管理 

Drupalの権限管理にはユーザ権限管理とコンテンツアク

セス管理がある．はじめにユーザ権限管理について述べる． 

システムの管理分散の観点から複数のシステム管理者，

またサステイナビリティの観点から複数のコンテンツ管理

者による運用を想定してロールを設定した．Drupal ではロ

ールを任意に追加することができ，そのロールに対して機

能およびコンテンツへのアクセス権の設定ができる．図 3

に立ち上げ時に追加したロールと機能に対するアクセス権

の設定事例示す．匿名ユーザおよび認証済みユーザは既定

であるが，editor，Forum Moderator，member，管理者，運

営委員は追加したロールである．図 3 は blog モジュールの

権限設定を例として示しているが，member，および運営委

員はブログ記事を作成でき，自身のブログ記事の削除およ

び編集ができる．管理者はすべてのブログ記事の削除およ

び編集ができ，それ以外のロールではブログ記事の作成，

編集および削除はできない．他の機能についてもほぼ同様

の設定が可能となっている．このように Drupal のユーザ権

限画面では機能とロールによって構成される行列にて設定

できる．またすべてのロールに対する機能が一覧できるの

で管理者にとって管理しやすくなっている． 

機能に対する権限設定に加え，特定のロールのメンバあ

るいはコンテンツ作成者に対してページの参照および編集

権限を付与することができる．図 4 はあるページの編集画

面で Access control タブを開いた時の画面である．このペー

ジでは，すべてのロールのユーザが参照でき，特定のロー

ルのユーザだけが編集・削除できるように設定されている．

このページ単位の権限管理のユースケースとしては研究組

織のメンバだけに内部情報等を提供したい場合があり，匿

名ユーザにおけるすべての権限を外す設定でその要求が実

現される． 

図 3 ユーザ権限管理画面例 

図 4 ページ権限管理画面例 

Vol.2012-CLE-7 No.7
2012/5/26



情報処理学会研究報告 

IPSJ SIG Technical Report 

 

 

ⓒ2012 Information Processing Society of Japan 5 
 

4. 運用 

4.1 課題 

2009年 11月から運用フェーズに入ったシステムに関し，

システム管理者グループにて定期的にレビューを実施した．

2010 年 11 月には次のような課題が挙げられた． 

 ユーザの ITリテラシが十分ではなくコンテンツを作成

するユーザが数名にとどまっている．(課題 1) 

 Dream Weaver のような HP 制作ソフトではレイアウト

を駆使した密度の高い情報発信ができるが，Drupal で

提供される設定範囲内では実現が難しい．(課題 2) 

 

上記の課題に対する対応として，課題 1 に対しては IT

を積極的に利用していない文系研究者が興味を持ち，さら

に関連情報を提供するために Facebook にグループを設置

し，コミュニケーションの活性化を図った．また，課題 2

については改めて Adobe Photoshop によりレイアウトデザ

インを行い，そのデザインに基づき実装を検討することに

した．しかしながらこの間東日本大震災の影響でプロジェ

クトが停滞した．また同時に，研究員の入れ替わり，研究

グループ構成の統廃合，東日本大震災に応じた新たな研究

テーマの立上げなどがあったため，課題 2 については対応

ができなかった． 

 

2年目の 2011年 11月には次のような課題が挙げられた． 

 News およびお知らせがわかりにくい．(課題 3) 

 Top ページ以外のページにおいて画面中央の Main 領域

が狭い．(課題 4) 

 Theme が市販品であり研究組織のロゴとして適切でな

い．(課題 5) 

 

課題 3 および課題 4 については改めてレイアウトデザイ

ンを行い検討することにした．またロゴについては外部の

デザイナに委託して制作してもらうことにした． 

 

4.2 Renewal 

上述の課題 2から課題 5はDrupalの画面設定関連の課題

である．Drupal は Theme をカスタマイズすることによって

画面レイアウトを変更できるため，まずは 2010 年度に実施

できかった Photoshop による画面デザインを再開した．そ

の結果を図 5 に示す．図 1 に示した立ち上げ時のページに

比較すると次のような変更が適用されている． 

 ナビゲーションメニューを画面上段から左列に移動し，

内容が一覧できる． 

 画面左列にあった Information を廃止し，中央列に Event

と News を新設する． 

 画面中央列上部にイベント等の写真を随時掲載する． 

 右列にバナーを配置する． 

これらを Drupal の Theme の変更にて実現することが求

められたが，結果として図 6 のような画面レイアウトを実

現することができた．一時は Drupal で複雑な画面構成は難

しいので，Top ページだけは図 5 を参考にして制作した

HTML ページを使い，そこから Drupal へのリンクをするよ

うな Hybrid 構造も検討した．しかしながら複数のシステム

による構築は管理が複雑になることから Hybrid 構造につ

いては候補から外れた．Drupal 用には様々な Theme が有

償・無償に関わらず提供されているが，ここではカスタマ

イズを前提とした zen という Theme を採用し，CSS をカス

タマイズした．zen に関してはインターネットで多くの情

報が提供されている．また，CSS のカスタマイズは Google 

Chrome あるいは Firefox などのブラウザに付属しているツ

ールを利用して対話的に行うことができる．最終的には次

の 2 つのファイルを変更するだけで図 6 のレイアウトを実

現することができた． 

 zen/templates/page.tpl.php：ロゴおよびヘッダータイトル 

 zen/zen-internals/css/zen-liquid.css：バナー設置，バナー

設置に伴う Float 領域幅の縮小，News および Event のリ

スト設置 

図 5 Photoshop により制作した Top ページ 

図 6 Drupal により制作した Top ページ 
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Theme 変更と並行してサイトの構造を見直し，左列に再

配置したナビゲーションメニューに反映した．なお Theme

変更および構造の変更に伴うコンテンツの修正は Topペー

ジ以外にはなく図 1 の Theme で作成したコンテンツを図 6

の Theme でもそのまま再利用することができた． 

 

4.3 コンテンツ制作 

「4.1 課題」で述べた課題 1 のコンテンツ制作者の参加

については執筆時時点で改善されていない．まずシステム

構築後の 1 年間は継続的にシステム変更を行なっていたた

め，システム開発を行ったメンバによるシステム運用およ

びコンテンツ入力を行なった．2 年目になりコンテンツ制

作については管理集中型から管理分散型への移行を試みた．

そのためにマニュアルaを作成するとともに Facebook グル

ープを周知し各研究グループにおける管理者への講習会を

開催した．この講習会には 12 名の参加があったが，結果的

にはこのうち 3 名がコンテンツを入力したに過ぎなかった． 

また，Facebook グループについては現時点では 9 名の参加

にとどまっている． 

5. 考察 

5.1 研究組織を支援する IT基盤要件 

システム選定に十分な時間をかけることができなかっ

たため表 1 で掲げた要件にてシステム開発を開始した．こ

こで 2 年半の利用を通じて明らかになった要件を整理して

みたい． 

はじめに表 1 に記載した要件の評価である．ここで記載

した要件については抽象レベルが揃っていないが，詳細な

レベルで記載された「ニュースレター機能を有する．」とい

う要件は結果的に実装しておらず，そもそも「プラグイン

またはモジュールが用意され拡張性に富むこと．」に含まれ

るので，要件としては不要であった．一方，それ以外の要

件は抽象度が高かったこともあり必要な要件であった． 

実際にシステム開発をするための要件としては抽象レ

ベルを下げ具体的な記載にすべきであろう．しかしながら

本稿では汎用性を持たせるために表 1 の抽象レベルにて研

究組織を支援するための要件を再度検討する． 

 

(1) 最適化 

大学 IT システムにおいて研究組織を支援するシステム

ほど要件が確定できないシステムはないと思われる．それ

は研究組織で行われる研究が教育，事務，図書館などのシ

ステムほど恒常的なものではなく，むしろ研究内容も組織

も極めて流動的であることに起因する．従って，それらを

支援するシステムにおいても柔軟なシステム構成の変更が

できることが要求される．Drupal の構造はユーザ管理，権

                                                                 

a http://research.media.hosei.ac.jp/sustainability/node/365 

 

限管理，API などを提供する Drupal コアに必要な機能を加

えていくシステムアーキテクチャのため，立ち上げ時には

多くの機能を準備することなくミニマムスタートができる．

その後モジュールを加えることにより要件を満たすことが

できる．しかしながら拡張していくだけではシステムが雪

だるま式に巨大化してしまう．そのため運用の簡素化など

に寄与するモジュール削除ができることも重要である．本

プロジェクトでも当初要件にあった「ニュースレター機能

を有する．」に関し実装はしたものの結果的には利用するこ

とはなく現時点では削除している．また，「4.2 Renewal」

で述べたような変更にも対応する必要がある．すなわち要

件としては「拡張性に富むこと．」にスリム化および変更へ

の柔軟性に関する要件を含めた「拡張性に富むとともに，

余剰機能を削減できること．」および「コンテンツに変更を

加えることなくレイアウトあるいは構造の変更ができるこ

と．」という要件を加えるべきだと考えている． 

 

(2) コンテンツ管理権限 

3.2 (2)で述べた権限管理については表 1 で示した要件に

記載していなかったが，複数のコンテンツ管理者によるサ

ステイナブルなシステムには必要な要件であった．この場

合，制作したコンテンツについては自身が編集，削除など

の権限を持つような設定が必要である．従って「複数のコ

ンテンツ管理者によりコンテンツを入力および管理でき

る．」は「コンテンツの作成，更新，削除権限はコンテンツ

作成者自身およびグループに対して設定できる．」とし，コ

ンテンツ作成者自身に対するコンテンツ管理権限要件を付

加すべきだと考えている． 

 

5.2 サステイナビリティ 

サステイナビリティを研究する組織に関わったために

IT システムにおけるサステイナビリティを考えることに

なった．この研究領域は大きな広がりを持っているため，

本稿では研究組織が運営する Web サイトのサステイナビ

リティという点に限定する． 

本システムでは限られた管理者にシステム管理および

コンテンツ管理が集中する管理体制ではなく研究者自身が

参加するシステム維持体制を目指した．研究組織全体の体

制は立ち上げ時に比べメンバ数は減少し現在は 84 名のメ

ンバが 50 のプロジェクトチームを率いて活動を行ってい

る．そのなかで積極的にコンテンツ制作を行っているメン

バは 6 名である．当初コンテンツ制作に関与するメンバ数

については目標とする数字を設定していなかったが，研究

プロジェクトが常に実施されていることを考慮するとプロ

ジェクト数と同数の 50 名程度の関与が望ましいと思われ

る．特に，多言語化については外国人研究者が WORD な

どで作成した原稿をシステム管理者が代行入力しているが

ハングル語あるいは中国語ではタイトル等の微修正すらで

Vol.2012-CLE-7 No.7
2012/5/26



情報処理学会研究報告 

IPSJ SIG Technical Report 

 

 

ⓒ2012 Information Processing Society of Japan 7 
 

きないため，翻訳についてはコンテンツ管理者による入力

が最も望まれている分野である． 

コンテンツ入力は FCKeditorによる HTMLエディタであ

り難易度は低い．これを裏付けるようにある研究グループ

ではそのグループのコンテンツ管理者によるコンテンツ作

成が飛躍的に進んだ．コンテンツ入力が進まなかった理由

は研究員の ITリテラシの問題ではなく，コンテンツを公開

する必要性の問題であったと考えられる．そのためにはや

はり CBAM (Concerns-Based Adoption Model)[10] などの手

法を用いて Web による公開の意義を説明するところから

地道な普及活動を続けることが重要だと考えている． 

6. おわりに 

CMS の Drupal を使って研究組織の活動を支援するシス

テム構築と運用についてその概要と課題を報告した．

Drupalは多言語コンテンツの管理が容易であり複数メンバ

によるシステム管理およびコンテンツ管理に必要なアクセ

ス制御機能が装備されていることから，大学研究組織にお

けるサステイナブルな情報発信に適合していることを示し

た．また，流動的な研究内容および組織の IT 基盤に要求さ

れる変更に対する柔軟性に関しては CSS を変更すること

によって行った Theme の Renewal 事例を示した． また，

サステイナブルな研究組織の Web サイトの運用について

は所属する研究員への地道な普及活動の重要性を示した． 

今後の課題としては本稿で報告した Drupal を使った研

究組織の支援システムにて得られた知見の展開であろう．

本研究センターでは Drupal の拡張性を実証するために図 7

に示す法政大学 OCW (Open CourseWare)の基盤を構築した．

これは本報告で示した CSS の変更までの範囲に留まらず

新たな Module を開発することにより実現している．この

ように Drupal はシステム開発基盤としても利用できる．な

お，法政大学 OCW の開発の過程で得られた知見について

は同サイトに掲載している[11]． 

教育環境を支援するための Open Source Software は

Moodle および Sakai CLE/OAE などで実現できそれらの報

告は増えているが，研究環境を支援する Open Source 

Software については十分だとは言えない．今回は Drupal に

ついて可能性を紹介したが，XOOPS, WordPress などを含め

情報処理学会および関係するコミュニティにてこの分野の

議論が高まっていくことを願っている． 
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